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１．はじめに
　有明海北部沿岸域には広大な水田地帯とともに
網の目状に分布する通称クリークと呼ばれる農業
用水路が無数に見られる１）．灌漑用水の確保が難
しいこの地域では，古くより貯水池の代わりにク
リークが掘られ，佐賀平野では現在でも全耕地面
積の９% を下らないクリーク網が維持されてい
る１）．そして，そこには，希少な淡水魚類が数多
く生息し，日本の生物多様性保全上，重要な役割
を果たしている．環境省レッドリスト２）で絶滅
危惧 IA 類に選定されているニッポンバラタナゴ，
IB 類のカワバタモロコ，アリアケスジシマドジョ
ウ，カゼトゲタナゴなどが普通に生息している（図
－ 1）．これらの希少魚は，平地の水田周辺に主
たる生息域を持ち，近年の圃場整備や水路のコン
クリート護岸化などで３），全国的に分布域の狭小
化が起こっている．本報では，佐賀平野のクリー
ク網にこれらの希少魚類が多く残こされている理
由を探る．
２．カワバタモロコの一大生息地
　先に上げたカワバタモロコの場合，1970年代ま
では博多湾周辺，2000年代までは松浦川水系にも
生息していたが，現在，九州では佐賀平野を中心
とする有明海北部沿岸にしか生息していない４）．
2000年以降の本種の在データからも（図－ 2），
本種の主要な生息地が佐賀平野にあるのが分かる．
環境省の環境研究総合推進費（S ９）の一環とし
て，この分布データと2009年の 3 次メッシュ土地
利用，標高データを使って，生物の在データだけ
で解析可能な Maxent５）で本種の生息地モデルを
構築してみた．そして，構築したモデルに1976年
の土地利用情報を当てはめ，70年代の分布域を推
定したところ，博多湾周辺で14メッシュ、松浦川
で10メッシュ，有明海北部で715メッシュが分布
可能域と推定された（図－ 2）．同じ推定を2009
年の土地利用で行うと，博多湾は 2 メッシュ，松
浦川は 8 メッシュ，有明沿岸は681メッシュとな
り，いずれも30年強で分布可能なエリアが減少し，
特に博多湾周辺でその傾向が著しかった．説明変
数の生息地モデルへの貢献度は標高と水田面積が
大きく，水田からの土地利用の転換が著しい地域
で，本種の生息地が急減したと推察できる．つま
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図－ 1　ニッポンバラタナゴ（a），カワバタモロコ（b）, 
アリアケスジシマドジョウ（c）とカゼトゲタナゴ（d）.
図－ 2　カワバタモロコの生息地推定結果
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り，佐賀平野に広大な水田地帯が残されているこ
とが，この地が本種の一大生息地である１つ目の
理由と言える．
　しかしながら，同じ有明海沿岸の低平地である
筑後平野の場合，本種の分布ポテンシャルが高い
にもかかわらず，実際に生息している場所が極め
て少ない．その原因は水路の護岸形状にある．カ
ワバタモロコは，灌漑期に産卵期と仔稚魚の成育
期をむかえ，その時期の水際が土堤であることが
その生活史を全うする上で重要となる６）．筑後平
野には，灌漑期の最高水位までコンクリートで護
岸された水路（図－３a）が多く，本種の生息に
は不適である一方，佐賀平野には低いコンクリー
ト護岸で，灌漑期の最高水位が土部に達する水
路（図－３b）が多く，本種の生息に適している７）．
こういった護岸形状の相違が両平野間での本種の
分布に影響している．現在，佐賀平野では国営事
業でコンクリート製ブロックマットでの水路整備
が８），佐賀県の県営事業で木柵工での護岸整備が
進められている９）．この地域のカワバタモロコの
生息地については，今後も注視しておく必要があ
ろう．
３．クリーク網の複雑さと淡水魚類
　佐賀平野に希少淡水魚類が多く見られる理由は，
広大な水田地帯の存在や農業用水路の護岸形状だ
けではない．水路網の複雑さも大いに貢献してい
る．九州北西部の710地点のデータを使い，九州
の在来タナゴ類の分布モデルを構築した私の研究
では，６種中４種が水路の複雑さを説明変数とし
て選択し，水路網が複雑であればあるほど，その
出現確率を増加させた10）．この結果は，水路のネッ
トワークの複雑さが数種のタナゴ類の分布に影響
することを表している．
　同研究では，調査地の直径１km 範囲内の水路
の交点数をカウントして水路の複雑さを表現した
ので，同様の作業を九州の主要な低平地で行い，
地域別にその平均値を算出したところ，有明海北
部沿岸域の低平地では15を超える値を示した（表
－１）．しかしながら，同じ有明海沿岸でも熊本
県内の河川周辺での値は低く，また，筑前海，豊
前海に面する低平地でも低い値を示した．佐賀・
福岡両県の有明海沿岸のクリーク網は，九州の他
の地域では見ることができない複雑さを持つと言
える．淡水魚の出現種数についても平均値を算出
し，水路網の複雑さとの関連性について解析した
ところ（図－４），水路網が複雑であるほどその
出現種数が増加する傾向が統計的に確認できた．
網の目状に分布する佐賀平野のクリーク網が魚類
の多様性を支えていることを裏付ける結果と言え
る．
４．水路の多様性
　水路網が複雑であるほど，魚類の多様性が高く
なるのはなぜか？それは，複雑さの中に役割の異
なる複数の水路が存在しているからである．牛津
川下流右岸側の堤内地に，約400年前，成富兵庫
茂安が作ったとされる羽佐間水道という水路があ
る．私の研究室では，2006 － 11年にこの水道か
ら取水する約10haの水田地帯（図－５）で，魚
図－ 3　水位と護岸の関係 ( 模式図 )．灌漑期の最高水
位が土部に達しない水路（a）と土部に達する水路（b）．
○有明海沿岸 複雑さ ○筑前海沿岸 複雑さ
塩田・鹿島川 15.5±8.3 雷山川 2.5±4.8
六角川周辺 16.0±7.9 瑞梅寺川 2.9±4.7
嘉瀬川周辺 16.8±7.3 那珂川 1.5±5.5
筑後川（佐賀） 20.5±6.3 津屋崎 1.8±7.0
筑後川中流 4.4±8.1 釣川 1.6±2.7
筑後川（福岡）
・矢部川 
20.4±9.1 遠賀川 5.3±4.5
菊池川 10.9±7.8
緑川 9.2±6.5 ○豊前海沿岸
球磨川周辺 11.7±5.6 桂川 5.8±1.0
表－ 1　九州北部の低平地における水路網の複雑さ（平
均±標準偏差，交点数 /0.785km2）
図－ 4　九州北部の低平地における水路網の複雑さと魚
類の種数との関係．
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類の調査を実施したことがある６，11－13）．このエリ
アを事例に，そこを流れる水路の役割と出現魚種
を解説する．
　羽佐間水道は，牛津川からの水を水田地帯に導
く幹線水路で，流速が速く，灌漑期で60cm/s 程度，
非灌漑期で20cm/s ほどであった．両岸はコンク
リートで護岸されているが，河床に砂礫が堆積し，
沈水植物が繁茂していた．この水路で最も多くみ
られる希少魚はアブラボテであった．
　羽佐間水道から暗渠を通って分枝された水は調
査地の水田地帯を潤すために，貯水的な水路に蓄
えられる．この貯水的水路にはコンクリート護岸
が入っていたが，河床には砂泥が堆積し，沈水植
物と浮葉植物が繁茂していた．流速は２－５cm/s
程度で，非灌漑期の水深は50cm，灌漑期は120－
150cmと，季節的な水位変動が大きい点に特徴が
あった．この水路にはカゼトゲタナゴ，アリアケ
スジシマドジョウなどの絶滅危惧種が多く見られ
た．
　水田の脇には素掘りの小さな枝水路が数本見ら
れた．貯水的水路の水はポンプで水田に散布され，
水田からの水がこれらの枝水路を通って排水され，
再び貯水的水路に戻る．この枝水路には非灌漑期
に水がなく，灌漑期に貯水的水路の水位が上がっ
て初めて水に浸かる点に特徴があった．陸生の植
物が水際から水面を覆い，止水的で，様々な魚種
の稚魚が多く見られた．一般に，水位上昇に伴い
湿地のように機能する水域を一時的水域と呼び，
魚類の産卵場や仔稚魚の成育場として機能するこ
とが知られている６，14）．この枝水路もアリアケス
ジシマドジョウ等の産卵場として使われていた．
　貯水的水路の下流側は，牛津川への排水路があ
る．この水路もコンクリートで護岸されておらず，
河床は泥で，水際からの陸生植物のカバーと抽水
植物が多く見られた．止水的で，ニッポンバラタ
ナゴ，カワバタモロコとツチフキが多く見られた．
　ここで注目すべき点は，わずか10ha の水田地
帯の水路網の中で，水路ごとに出現魚種が異なる
ことである．そして，これらの水路は，流速，河
床材料，植生の繁茂状況などが大きく異なってい
た．水路網の複雑さの中に役割の異なる水路が存
在し，役割に応じて水路の環境が異なるため，結
果的に環境の多様性を創出し，様々な魚種の生息
を可能にしていると判断できる．
５．様々な課題
　本報では佐賀平野のクリーク網に希少な淡水魚
類が多く残されている理由について述べてきたが，
それらのひとつひとつは今後もこの地で魚類の多
様性を保全していくために維持すべき条件である．
それ故に，都市開発や圃場整備において水路網の
複雑さやその環境の多様性を最大限堅持する必要
がある．農業用水路でも生態系に配慮し，近自然
工法を採用した事例等が見られ始めており15），そ
ういった水田域での先駆的な事例を参考にしなが
ら，人と自然との調和を図っていただきたい．そ
れ以外の課題としては外来生物問題が挙げられる．
佐賀平野には，特定外来種のブルーギルとカダヤ
シが多く見られ，その影響で絶滅危惧 II 類のミ
ナミメダカの分布域が狭まっている16）．また，佐
賀県内の数か所には要注意種のタイリクバラタナ
ゴが侵入しており，ニッポンバラタナゴへの影響
が懸念され，そのリスクは今後も拡大する可能性
が指摘されている17）．この地の豊かな生物多様性
を維持する上で，外来生物の分布拡散予防にも積
極的に取り組む必要があろう．
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